給与 (きゅうよ)
202，000円 (えん)　（基 (き)本給 (ほんきゅう)185,240円 (えん)、新卒 (しんそつ)採用者 (さいようしゃ)手当 (てあて)16,760円 (えん)）
各種 (かくしゅ)手当 (てあて) ■通勤 (つうきん)手当 (てあて)
　公共 (こうきょう)交通 (こうつう)機関 (きかん)利用 (りよう)の場合 (ばあい)、6か月 (かげつ)定期 (ていき)費用 (ひよう)の1/6を支給 (しきゅう)します。上限 (じょうげん)なし
■住宅 (じゅうたく)手当 (てあて)　
2万円 (まんえん)を上限 (じょうげん)に家賃 (やちん)の10%を支給 (しきゅう)します。　（2023年11月現在）
※2024年度より拡充 (かくじゅう)の予定。
■家族 (かぞく)手当 (てあて)　
一人目 (ひとりめ)1万円 (まんえん)、二人目 (ふたりめ)7千円 (せんえん)、三人目 (さんにんめ)以降 (いこう)は一人 (ひとり)あたり5千円 (せんえん)を支給 (しきゅう)します。
※18歳 (さい)未満 (みまん)（18歳 (さい)の高校生 (こうこうせい)含む）の子 (こ)どもが対象 (たいしょう)で、一人目 (ひとりめ)が高校 (こうこう)を卒業 (そつぎょう)した時点 (じてん)で二人目 (ふたりめ)が一人目 (ひとりめ)と順 (じゅん)に繰 (く)り上 (あ)がります。
■職務 (しょくむ)手当 (てあて)
職務に応じて、1.5万円 (まんえん)～8万円 (まんえん)を支給 (しきゅう)します。

各種 (かくしゅ)加算 (かさん)■深夜 (しんや)勤務 (きんむ)割増 (わりまし)　1.25倍 (ばい)
■日 (にち)祝 (しゅく)割増 (わりまし)　　1.35倍 (ばい)
※一般 (いっぱん)に多く (おおく)の人 (ひと)が休 (やす)みを希望 (きぼう)する日曜日 (にちようび)が通常 (つうじょう)勤務 (きんむ)になっている職員 (しょくいん)に対 (たい)しての割増 (わりまし)です。法定 (ほうてい)の休日 (きゅうじつ)の出勤 (しゅっきん)に対 (たい)する割増 (わりまし)ではありません。
■年末 (ねんまつ)・年始 (ねんし)割増 (わりまし)　1.50倍 (ばい)
■残業 (ざんぎょう)　全額 (ぜんがく)支給 (しきゅう)

リアルな給与 (きゅうよ)の一例 (いちれい)
月収 (げっしゅう)　238,172円 (えん)内訳 (うちわけ)
・基 (き)本給 (ほんきゅう)　　　202,000円 (えん) (新卒 (しんそつ)採用者 (さいようしゃ)手当 (てあて)16,760円 (えん)含 (ふく)む）
・通勤 (つうきん)手当 (てあて)　　　 22,627円 (えん)　(6か月 (かげつ)定期代 (ていきだい)の1/6を支給 (しきゅう)）
・日 (にち)祝 (しゅく)勤務 (きんむ)割増 (わりまし)　7,840円 (えん)　8，335円
・深夜 (しんや)勤務 (きんむ)割増 (わりまし)　　4,900円 (えん)　　5、210円


＜上記 (じょうき)の職員 (しょくいん)の勤務 (きんむ)の設定 (せってい)＞
○奈良県 (ならけん)より電車 (でんしゃ)を乗 (の)り継 (つ)ぎ通勤 (つうきん)しています。
○親元 (おやもと)で暮 (く)らしているため、住宅 (じゅうたく)手当 (てあて)はついていません。
※家賃 (やちん)またはローンで毎月 (まいつき)の金銭 (きんせん)負担 (ふたん)が自身 (じしん)にある場合 (ばあい)は、家賃 (やちん)等 (とう)の月額 (げつがく)金額 (きんがく)の10％を支給 (しきゅう)します。　2024年度より割合を引き上げる予定
○本人 (ほんにん)の希望 (きぼう)に沿 (そ)って週休 (しゅうきゅう)は火曜 (かよう)と土曜 (どよう)となっており、日曜 (にちよう)は毎週 (まいしゅう)勤務 (きんむ)のため日 (にち)祝 (しゅく)加算 (かさん)がついています。
○残業 (ざんぎょう)は0時間 (じかん)⇒残業 (ざんぎょう)がないので、残業 (ざんぎょう)割増 (わりまし)は発生 (はっせい)していません。
※希望 (きぼう)しない職員 (しょくいん)には残業 (ざんぎょう)は一切 (いっさい)ありません。
○週 (しゅう)1日 (にち)深夜 (しんや)勤務 (きんむ)（水曜 (すいよう)から木曜 (もくよう)にかけて1泊 (ぱく)※）⇒深夜帯 (しんやたい)割増 (わりまし)があります。
※深夜 (しんや)勤務 (きんむ)は、利用者 (りようしゃ)1名 (めい)ないし2名 (めい)の就寝後 (しゅうしんご)の対応 (たいおう)のため、深夜帯 (しんやたい)（22時 (じ)～5時 (じ)）の実働 (じつどう)は2時間 (じかん)程度 (ていど)で体力的 (たいりょくてき)には余裕 (よゆう)があるものとなっています。
昇給 (しょうきゅう)年 (ねん)1回 (かい)(10月 (がつ))
勤続 (きんぞく)年数 (ねんすう)による昇給 (しょうきゅう)（職能給 (しょくのうきゅう)）と職責 (しょくせき)に応 (おう)じた昇給 (しょうきゅう)（職務給 (しょくむきゅう)）の
ハイブリッド
○勤続 (きんぞく)年数 (ねんすう)による昇給 (しょうきゅう)では、5年 (ねん)、10年 (ねん)の節目 (ふしめ)で大 (おお)きく昇給 (しょうきゅう)します。
その時点 (じてん)での取得 (しゅとく)資格 (しかく)が勘案 (かんあん)されます。（特定 (とくてい)処遇 (しょぐう)改善 (かいぜん)給付 (きゅうふ)のしくみの活用 (かつよう)） 
○職務給 (しょくむきゅう)の昇進 (しょうしん)は、6月 (がつ)の場合 (ばあい)もあります（年 (ねん)2回 (かい)昇進 (しょうしん)の機会 (きかい)）
主任 (しゅにん)の1.5万円 (まんえん)から、管理者 (かんりしゃ)・コーディネーターの8万円 (まんえん)まで職務 (しょくむ)に応 (おう)じて手当 (てあて)を定 (さだ)めています。（2023年 (ねん)4月 (がつ)時点 (じてん)）　
今後 (こんご)も、増額 (ぞうがく)の方向 (ほうこう)です。




賞与 (しょうよ)年 (ねん)2回 (かい)(7月 (がつ)、12 (１２)月 (がつ))に支給 (しきゅう)します。
現在 (げんざい)は、1回 (かい)あたり、1.0～1.3カ月分 (かげつぶん)の支給 (しきゅう)です。 
※制度 (せいど)の拡充 (かくじゅう)を実現 (じつげん)し、1回 (かい)あたり2.0～3.0か月分 (げつぶん)を実現 (じつげん)していきたい。


休日 (きゅうじつ)休暇 (きゅうか)■完全 (かんぜん)週休 (しゅうきゅう)2 (ふつ)日制 (かせい)
■夏季 (かき)休日 (きゅうじつ)、冬季 (とうき)休日 (きゅうじつ)　6日
　　年間 (ねんかん)の休日 (きゅうじつ)　110日
※下記 (かき)の有給 (ゆうきゅう)休暇 (きゅうか)、慶弔 (けいちょう)休暇 (きゅうか)、看護 (かんご)休暇 (きゅうか)などを含 (ふく)めた年間 (ねんかん)の休 (やす)みは130日 (にち)以上 (いじょう)という職員 (しょくいん)が多数 (たすう)います。
■有給 (ゆうきゅう)休暇 (きゅうか)
取得率 (しゅとくりつ)は高 (たか)いです。
若手 (わかて)や家族 (かぞく)のいる職員 (しょくいん)をはじめ100％取得 (しゅとく)も多数 (たすう)います。
■慶弔 (けいちょう)休暇 (きゅうか)
婚姻 (こんいん)、出産 (しゅっさん)など慶事 (けいじ)の休暇 (きゅうか)の種類 (しゅるい)が豊富 (ほうふ)にあります。
■子 (こ)どもの看護 (かんご)（監護 (かんご)）休暇 (きゅうか)
　　5日 (にち)/年 (ねん)・人 (ひと)
　　　小学 (しょうがく)3年生 (ねんせい)修了 (しゅうりょう)時 (じ)までの子 (こ)ども一人 (ひとり)につき年間 (ねんかん)5 (いつ)日 (か)取得 (しゅとく)可能 (かのう)です。
■産休 (さんきゅう)・育児 (いくじ)休暇 (きゅうか)制度 (せいど)
　　女性 (じょせい)は100％取得 (しゅとく)です。1～2年 (ねん)の育児 (いくじ)休暇 (きゅうか)が多 (おお)いですですが、3年 (ねん)の取得 (しゅとく)実績 (じっせき)もあります。また、産休 (さんきゅう)は体調 (たいちょう)などによる本人 (ほんにん)の希望 (きぼう)で法定 (ほうてい)よりずいぶん早 (はや)い段階 (かい)での取得 (しゅとく)も可能 (かのう)です。男性 (だんせい)にも取得 (しゅとく)を推奨 (すいしょう)しています。
■介護 (かいご)休暇 (きゅうか) 


待遇 (たいぐう)・福利 (ふくり)厚生 (こうせい)■各種 (かくしゅ)社会 (しゃかい)保険 (ほけん)完備 (かんび)
■産休 (さんきゅう)・育児 (いくじ)休暇 (きゅうか)制度 (せいど)
■時間 (じかん)短縮 (たんしゅく)勤務 (きんむ)制度 (せいど)
　　保育所 (ほいくじょ)送迎 (そうげい)などのため、未就学 (みしゅうがく)児童 (じどう)の育児期 (いくじき)間中 (かんちゅう)など正規 (せいき)職員 (しょくいん)のままでの時短 (じたん)勤務 (きんむ)している職員 (しょくいん)が多数 (たすう)います。深夜 (しんや)勤務 (きんむ)もありません。
■退職 (たいしょく)共済 (きょうさい)
■定期 (ていき)健康 (けんこう)診断 (しんだん)
■ストレスチェック (すとれすちぇっく)実施 (じっし)
■産業医 (さんぎょうい)による面談 (めんだん)
■職員 (しょくいん)表彰 (ひょうしょう)制度 (せいど)（勤続 (きんぞく)5年 (ねん)、10年 (ねん)、20年 (ねん)、30年 (ねん)、40年 (ねん)、定年 (ていねん)退職 (たいしょく)）
■レクリエーション（運動会 (うんどうかい)、バーベキューなど）




　資格 (しかく)取得 (しゅとく)支援 (しえん)◇ヘルパー資格 (しかく)
入 (にゅう)職後 (しょくご)、勤務 (きんむ)の一環 (いっかん)で講習 (こうしゅう)を受 (う)け取得 (しゅとく)ができます。
　　1年後 (ねんご)、報奨金 (ほうしょうきん)として受講料 (じゅこうりょう)と同額 (どうがく)が支給 (しきゅう)され、自己 (じこ)負担 (ふたん)は実質 (じっしつ)ありません。

◇介護 (かいご)福祉士 (ふくしし)
勤務内 (きんむない)での勉強 (べんきょう)ができます。受験料 (じゅけんりょう)・登録料 (とうろくりょう)は同額 (どうがく)を1年後 (ねんご)、報奨金 (ほうしょうきん)として支給 (しきゅう)します。
実務者 (じつむしゃ)研修 (けんしゅう)の受講料 (じゅこうりょう)は社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)に勤務 (きんむ)している職員 (しょくいん)に適用 (てきよう)される公的 (こうてき)制度 (せいど)を活用 (かつよう)し、自己 (じこ)負担 (ふたん)が実質 (じっしつ)ありません。

◇強度 (きょうど)行動 (こうどう)障害者 (しょうがいしゃ)従事者 (じゅうじしゃ)研修 (けんしゅう)など各種 (かくしゅ)資格 (しかく)
　職務上 (しょくむじょう)必要 (ひつよう)な勤務内 (きんむない)で受講 (じゅこう)でき、受講料 (じゅこうりょう)はすべて法人 (ほうじん)負担 (ふたん)です。



【ワークライフバランスを考慮 (こうりょ)した柔軟 (じゅうなん)な勤務 (きんむ)パターン】★産休 (さんきゅう)・育休 (いくきゅう)制度 (せいど)を利用 (りよう)するのが自然 (しぜん)なことになっています。
復帰 (ふっき)した際 (さい)にも、時間 (じかん)短縮 (たんしゅく)制度 (せいど)があるので安心 (あんしん)の環境です。
★保育所 (ほいくじょ)送迎 (そうげい)や子ども (こども)が体調 (たいちょう)不良 (ふりょう)の時 (とき)の対応 (たいおう)へ配慮 (はいりょ)した週間 (しゅうかん)の勤務 (きんむ)パターンやバックアップ体制 (たいせい)をとります。
☆運動会 (うんどうかい)の日 (ひ)の有給 (ゆうきゅう)休暇 (きゅうか)推奨 (すいしょう)、子 (こ)どもが小学生 (しょうがくせい)になる頃 (ころ)には、日曜日 (にちようび)が休み (やすみ)のシフトに変更 (へんこう)するなど育児 (いくじ)にしっかり関 (かか)われます。 
★もちろん、個人 (こじん)の趣味 (しゅみ)も尊重 (そんちょう)され、それに応 (おう)じた休日 (きゅうじつ)の曜日 (ようび)設定 (せってい)や勤務 (きんむ)の開始 (かいし)、終了 (しゅうりょう)時刻 (じこく)が設定 (せってい)できます。ですから、勤務 (きんむ)日 (ひ)の勤務 (きんむ)終了 (しゅうりょう)の後 (あと)の予定 (よてい)も立 (た)てやすいです。



勤務 (きんむ)時間 (じかん)週 (しゅう)　40時間 (じかん)　　勤務 (きんむ)の時間 (じかん)、9時 (じ)～18時 (じ)　　休憩 (きゅうけい)　1時間 (じかん)（12時 (じ)～13時 (じ)）
※1カ月 (かげつ)単位 (たんい)変形 (へんけい)労働制 (ろうどうせい)で、曜日 (ようび)により、「直行 (ちょっこう)」や「直帰 (ちょっき)」があるため、勤務 (きんむ)開始 (かいし)・終了 (しゅうりょう)時刻 (じこく)は変動 (へんどう)します。




勤務地 (きんむち) 堺市中区 (さかいしなかく)土師 (はぜ)町 (ちょう)2-33-37
　最寄 (もよ)り駅 (えき)　南海 (なんかい)高野 (こうや)線 (せん)白鷺 (しらさぎ)駅 (えき)　または、泉北 (せんぼく)高速 (こうそく)鉄道 (てつどう)深井駅 (ふかいえき)
※日々 (ひび)の勤務 (きんむ)では、堺市 (さかいし)にお住 (す)まいの利用者 (りようしゃ)のお宅 (たく)に「直行 (ちょっこう)」する場合 (ばあい)があり、その日 (ひ)は勤務 (きんむ)のスタート場所 (ばしょ)は事務所 (じむしょ)ではなくなります。
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